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序論
近年，William Faulkner 文学と日本文学の比較研究が，多くの日本人 Faulkner 研究者に
よって活発に行われている。その推進役となっているのは，日本ウィリアム・フォークナー協会が
2012 年に協会誌第 14 号で始めたリレー連載「フォークナーと日本文学」であろう。この連載は
2017 年まで続いており，14 号では武田泰淳，倉橋由美子，阿部和重，15 号では青山真治，中上健次，
16 号では横溝正史，17 号では島崎藤村，18 号では太宰治，19 号では大西巨人が論じられてきた。
これらの論考は，日本文学と対照させて Faulkner 文学を再読する試みが，Faulkner 文学理解を
深めるのに有効な方法であることを明らかにした。
本論は津島佑子の語りの技法を手掛かりに Faulkner 文学の語りの技法を再考する。大橋健三郎
が指摘するように，津島は Faulkner 文学の良き理解者である（275）。また，千石英世が指摘す
るように，学生時代，彼女は Faulkner 研究者である原川恭一から Faulkner 文学を学んだ経緯が
あり，彼女の語りの技法は Faulkner のそれを彷彿させる 1。さらに，後述するように，彼女は自
らの技法を作中で明確に意味づける作家である。Faulkner を参照して語りの技法を磨き，技法を
意識的に用いる津島がどのような語りの技法をどのような意味で用いているかを参照すれば，これ
までに語り尽くされたかに見える Faulkner の語りの技法にも，新たな意味を見出すことが可能だ
ろう。
本論で参照するのは，津島の『大いなる夢よ，光よ』（1991）の主要登場人物章子の内面描写に
用いられる語りの技法である。それを手掛かりに，Faulkner の The Sound and the Fury（1929）
の主要登場人物 Quentin の内面描写に用いられる語りの技法を再考したい。語りの技法の中でも，
本論は，特に，地の文と登場人物の台詞を区別する引用符の働きに焦点を絞る。Quentin の内面
描写には，引用符に独特の用法が見られるが，従来，この事実はあまり注目されてこなかった。イ
タリック体や句読点等の多様な要素を複雑に駆使した本作の語りの技法研究において，従来の研究
者たちは引用符だけに研究を特化させることに興味を惹かれなかったのである。一方，章子の内面
描写には，彼女の心理状況との関連で，明確に意味づけられた独特の引用符の用法が見られる。章
子と Quentin には，かけがえのない人物を失った喪失感によって自己の生存意義を見失っている
という心理的共通点があることから，章子の内面描写において心理的意味を持つ引用符の用法は，
Quentin の内面描写における引用符の意味を考える重要な鍵を与えてくれるだろう。
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第 1 章　章子の内面描写における引用符の意味
『大いなる夢よ，光よ』における章子の内面描写において，引用符にどのような心理的意味が与
えられているだろうか。彼女の記憶，夢，想像の世界，彼女の内側にしか存在しない彼女のこころ
の世界，すなわち，彼女の「内面世界」で，引用符がどのように用いられているかを，彼女の心理
状況と照らし合わせて検討してみよう。
作品冒頭，章子は自己の生存意義を見失っている。彼女は 38 歳。9 歳になる一人息子広太を突
然失ってから約半年が過ぎている。不倫の末に未婚の母となり，息子と二人暮らしをしていた章子
に，息子の死は強い喪失感を与える。作品の前半第 8 章まで，章子は息子の死を受け入れることが
できない心理状況にある。
作品前半の息子の死を承認し難い章子の内面世界の描写を検討すると，登場人物の台詞に引用符
がないことに気づく。第 1 章では，夢の中で，どこかにいる息子を見つけ出さなければならないと
信じて彼女は歩き続け，自分がかつて通った小学校にたどり着く。以下は，夢の中でたどり着いた
小学校での章子と旧友の対話を描いている。
なんだ，じゃまするな。
おとこの子はわたしにどなりつけた。
おまえか。みんながおまえのことしんぱいしていたぞ。どうしたんだよ。
そのおとこの子がだれだったのか，わたしもようやくおもいだすことができた。なにをい
えばよいのか，わたしがとまどっているうちに，まわりに子どもたちがつぎつぎにあつまっ
てきて，わたしにはなしかけてきた。こえもすがたも子どものままなのに，わたしとおなじ
年齢のひとたちの感触を，わたしにつたえていた。
たいへんだったんですってね。
わたしたち，なんのちからにもなってあげられなくて。
おもっていたより，でも，げんきそうだ。
かおいろがわるいよ，むりしているんじゃないのか。（5） 2
引用した物語言説は，語り手章子による地の文と，複数の登場人物－彼女の旧友（夢の中では子供
の姿をしている） 3 －の台詞によって構成されている。見過ごしてはならないのは，通例，地の文
と登場人物の台詞とを区別する引用符が，登場人物達の台詞に付されていないことである。
登場人物の台詞に引用符がない現象は，章子の内面世界においてのみ見られる。作中の現実世界
における登場人物の台詞には引用符が付されているのである。地の文を三人称の語り手が担う第 2
章を例に観察してみよう。第 2 章で，章子は，息子と二人で暮らしていたアパートから実家の母親
宅に移り住み，母娘二人の暮らしをしている。ある日，アメリカに住む叔父が章子の母親宅にやっ
てくる。以下の引用は，章子の叔父が到着した当日の様子を描く。叔父は長旅で疲れ，早々に床に
着いている。
－あの様子じゃ，あしたも一日，うちでのんびりしてもらったほうがいいのかもしれない
わね。
母親が安心したような，物足りなそうな溜息をついて，つぶやいた。
足のわるい母親の寝支度をいつもの夜と変わらずなんの気持もこめずに形だけ手伝ってか
ら，章子も疲れた思いで部屋に戻った。
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二年前に持病のリューマチを悪化させ，歩行が不自由になってから，母親は身辺の手伝い
をしてもらうために，家政婦を置いていた。しかし，なにかと気に入らなかったらしく，章
子がともに暮らすようになってからは，あんたのこともあるし，これから節約しなくては，
と言って，週に二度，パート・タイムで手伝いを頼むことにしてしまった。
わたしは今まで通りですもの。お金の心配までしてもらう必要はありませんよ。今までわ
たしがどうやって暮らしてきたと思っているの。お母さんも，だから，今まで通りにしてく
ださっていてかまわないんですよ。（31-32）
この引用部分 1 行目の章子の母親の台詞に引用符（ダッシュ） 4 が付いているのに対し，10 行目か
ら始まる章子の台詞には引用符が付いていない。引用符が付いている母親の台詞は，母親が作品の
現実世界において実際に発話したものである。一方，引用符が付いていない章子の台詞は，2 年前
の過去（章子の内面世界）において，章子が発話したとされているものである。このように，作品
前半の章子の内面世界においては，章子を含めた全ての登場人物の台詞に対して，現実世界の台詞
には付されている引用符が付かないのである。
しかし，以上に見て来た，章子の内面世界では登場人物達の台詞に引用符が付されないという規
則は，作品後半には適用できなくなる。作品後半で，章子は息子の死を過去のものと意味付け，新
たに自分の人生を歩み始めようとする。そこでは，息子の死を認めたくない心情と，認めた上で自
分の人生を生き始めようとする心情の間で揺れ動く章子の心の動きを映すかのように，内面世界に
おける台詞にも引用符が付される例が見られるようになるのである。5
彼女の心理変化は母親宅のリフォーム工事の副産物，「夢殿」がもたらした。それは，叔父が立
てた改築計画の具体化を請け負う建築家，石井が見出した，母親宅敷地にある瓦屋根の物置小屋で
ある。その物置小屋に手入れをして，「日常を忘れるための住まい」（71）として使ってみては，と
石井は章子に提案する。「夢殿」という名称は，掘立て小屋の用途について「記憶以前の記憶を刺
激される」（71）と説明する石井のことばに触発されて，章子自身が思いついたものである。夢殿
の発想を得て，「自分に与えられた今までのすべての時を生き直したい」（73）と章子は考え，実
践するのである。例えば，夢殿改修が終わった第 9 章で，幼少時に亡くなった兄義男の夢を見てい
る章子の内面世界は，以下のように描出されている。
義男はもう，子どもではなかった。手足が細すぎて，転んでは長い時間，泣きつづけていた，
あの義男ではなくなっていた。いつの間に，こんなに青年らしくなってしまったのだろう。
義男に甘えてもたれかかっても，義男はよろめきもせず，かえって，その腕で子どもをあや
すように，抱きよせてくれる。
－急ぐことはないのよね，遅れて行ったって，どうせ同じことだもの。（159）
ここで章子は，キャンプに参加するために，今は亡き義男と共に集合場所に急ぐ夢を見ている。夢
の中の章子の台詞に，作品前半における現実世界の登場人物と同じように，引用符が付いている。
第 16 章では，初恋の人，宏と共に，かつて息子と暮らしたアパートを巡る章子が描かれる。アパー
トを出た後，章子は宏と児童公園を訪れる。以下の引用は，作中の現実世界と章子の内面世界の両
方を描いている。章子は，現実世界では公園のベンチに宏と座っているのだが，内面世界では息子，
広太を連れたかつての自分の映像を見ながら宏と対話を交わし，さらに，不倫相手であり広太の父
である楠田を思い出して楠田と対話を交わす。
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宏が章子の肩を抱き寄せ，溜息を洩らすようにつぶやく。
̶．．．．．．ぼくのことを思い出してくれていたら。
章子はベンチの自分の姿と広太の姿を見比べながら，つぶやき返した。
̶思い出したことは，一度もない。［・・・］わたしはでも，やっぱり女ということで生き
つづけたいなあ。義男ちゃんや宏さんも含めて，考えたら，今まで友だちのお父さんという
ような人から広太の父親まで，ずいぶんたくさんの男の人たちと出会って，それぞれの人が
忘れられない印象をわたしに残して行ってくれているんだもの．．．．．．。
章子は自分の肩を抱く男の顔を見あげた。
楠田のにやにや笑っている顔が，そこにあった。［・・・］
̶．．．．．．やっと，元気が戻ってきたみたいだな。［・・・］
̶ここには，あなた，一度しか来たことがなかったんだっけ。（276-78）
引用 2 行目と 4 行目の宏と章子の台詞は現実世界で実際に発話されたもので，作品前半と同じよう
に引用符が付されている。一方，10 行目と 11 行目の楠田と章子の台詞は章子の内面世界での発話
と考えるべきである。章子が宏と共に行動している現実世界においては，楠田の存在はまったく言
及されていないからである。しかし，この部分の引用部分の章子と楠田の台詞には，章子の内面世
界での台詞であるにもかかわらず，引用符が付されている。
以上のように，作品後半の章子の内面世界においては，登場人物達の台詞に引用符が付される例
が見られる。作品前半では，引用符は，内面世界と現実世界とで明確に使い分けられており，こう
した例は見当たらない。後半においては，内面世界の台詞には引用符がなく，現実世界の台詞には
引用符があるという，前半に見られる規則が当てはまらなくなるのである。
章子の心理状況によって引用符の用法が変化しているとすれば，ここで，作品前半にも後半にも
適用可能な引用符の用法規則を，章子の視点という観点から問い直してみるべきだろう。本作の視
点人物は章子だけに固定されている。台詞に引用符が付される場合，その台詞は視点人物章子と別
個の自律した登場人物が発話し，引用されるべきものであると視点人物章子が認識していることを
示す。逆に，引用符が付されない場合，その台詞は引用されるべきものと章子は認識していない。
その台詞は視点人物章子から自律しておらず，章子の制御を受けている，つまり，章子が想像／創
造しているものであると考えられる。
このように考えてみると，前半で息子の死を受け入れられない心理状況の章子の内面描写におい
て登場人物の台詞に引用符がなく，後半で息子の死を受け入れて自分の人生を歩み始めようとする
心理状況の章子の内面描写において登場人物の台詞に引用符があるのは，次のように説明できる。
作品前半で息子の死を事実として受け入れたくない章子は，息子がどこかに生きているはずである
と想像し，自己の願望を充足するための内面世界を創造する。彼女の内面世界は，現実世界で生き
る自律した登場人物たちを受け入れることができない。彼ら現実世界の登場人物たちは，彼女の息
子の死を厳然たる事実として認めるように彼女に迫るからである。彼女の願望を充足する内面世界
は，彼女が息子の死を認めず自分だけの想念に閉じこもることで成り立つ閉鎖的な世界なのである。
その世界には，世界の創造者である章子しか存在し得ず，彼女の全き他者である登場人物達の声が
響く余地はない。他者の台詞と見えるものは章子の作り出した他者の台詞であり，引用されるべき
ものではなく，従って，引用符は付されない。
一方，作品後半になると，章子は息子の死を受け入れ，息子と生きた過去の自分を相対化できる
ようになる。息子のいない現在の自己と，息子と共にあった過去の自己とを切り離すことができる
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ようになるのである。結果として，彼女の内面世界は，息子の生を認めない者の存在を許すことが
できるようになる。それは，かつて過去にしがみついていた章子以外の全ての者，現在の彼女を含
んだ全ての他者である。章子は息子のいない世界で生きていく決意をする。同時に，彼女の内面世
界は現実世界へと開かれる。他者の台詞は，息子との過去にしがみつこうとする章子とは自律した
登場人物の台詞であり，引用されるべきであり，従って，引用符が付されるのである。
以上に述べた，章子の内面世界における引用符の心理的意味を，津島が意識しているのは明らか
だ。作品最終章で，津島は，章子に，作中での自分の心理状況を内面世界との関わりで，以下のよ
うに語らせているからである。
あの子となんと多くの場所を歩き，共にいることを楽しんだことだろう，と我ながら呆れさ
せられます。そして，その閉ざされた時間の放ちつづける光の強さにたじろぎ，めまいを感
じさせられます。光が強すぎて，他のものがなにも見えなくなってしまう。［・・・］
今までのあの
4 4
場所，あの
4 4
時間は，もはや完全に閉ざされてしまいました。外側から，私は
そのまばゆい光を感じ取ることができるだけです。（324-25）
引用最初の 3 行は，作品前半の章子の心理が内面世界の描出にどのような影響を与えているかをよ
く説明している。強い光を放つ世界は，章子がかつて息子と生きた世界であり，章子の内面世界で
ある。息子が死んだ今，そこは，現実には死んだはずの息子がまだどこかにいるはずの，章子の願
望の世界となっている。内面世界が放つ光は「他のものがなにも見えなく」なるほど強く，外側の
現実世界から隔絶されていると章子は感じている。章子の内面世界と外側の現実世界が隔絶されて
いるのは，息子の死の受容の点で，二つの世界が相入れないからである。前者は息子の死を否認し，
後者は息子の死を承認する。息子の死を受け入れることができない章子は，前者の中に閉じこもる。
その世界を守るために，章子は，その世界観（息子の生存を認めること）を壊す他者を世界から排
除するのである。
引用最後の 2 行は，作品後半の章子の心理が内面世界の描出にどのような影響を与えているかを
よく説明している。「今までのあの場所，あの時間」は章子が息子と過ごしたかつての彼女の内面
世界である。そこは，いまだにまばゆい光を放ち，章子を魅了するが，しかし，今の章子は，その
世界の外側にいるのである。章子は，息子の死を否認するために自らが作り出した願望の内面世界
を内側に閉じ込め，息子が生きていた世界を過去のものとして外側から見つめる位置にある。章子
のかつての内面世界の外に作られた新しい内面世界は息子の死を承認する者の存在を許す。息子の
死を受け入れることによって，章子は過去の自分を相対化する位置に立つことができるのである。
本章で検討してきたことから，『大いなる夢よ，光よ』における章子の内面世界において，引用
符には章子に関する心理的意味が与えられていると結論できる。引用符の有無は，台詞が引用され
るべきものかどうか，視点人物章子の認識を示す。引用符が有る場合，台詞は章子から独立して存
在する登場人物が発話したものと章子に認識されている。引用符が無い場合，その台詞は登場人物
の発話であると章子は認識していない。それらは章子が想像／創造しているのである。登場人物の
台詞に引用符の無い，作品前半の章子の内面世界は，章子自身の想像／創造が作り出した世界であ
る。そこは，息子と共に生きたいと欲する章子の願望を充足するために作り出された章子だけの閉
塞的な世界であるが故に，彼女の願望実現を邪魔する他者の存在は許されない。登場人物の台詞に
引用符が有る，作品後半の章子の内面世界は，かつて彼女が閉じこもっていた閉鎖的世界を封鎖し
た外側にある新しい内面世界である。その世界は，章子の息子の生を認めない他者の存在が許容さ
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れるという点で，現実世界と接続されている。作品最終章で，今や章子は，過去の自らを相対化す
る視点に立つことができる。この時，彼女は，喪失した息子にすがりついて過去に生きるのではなく，
喪失を受け入れて現在に生きようとしているのである。
第 2 章　Quentin の内面描写における引用符の意味
Faulkner は，The Sound and the Fury において，イタリック体の使用や，句読点・大文字・
引用符を使用しない等という工夫により，Quentin の無意識にまで迫る内面描写に挑戦した。引用
符の用法に特化して言えば，登場人物の台詞に本来付すべき引用符を付さないことで，Faulkner
は，Quentin の内面で意識が感情的，理論的に自己矛盾を起こして対立している様を表した。引
用符が無い以上，その台詞は実際に発話されたものとは言えない。その台詞の声は地の文を語る
Quentin のもので，他者の台詞と見えるものは Quentin の自己反省的意識の言葉が他人のものと
して対象化されたものである。Faulkner は Quentin の心の葛藤を引用符を使用しないことで巧
みに表した。
一方，本論第 1 章の検討は，章子の内面世界の登場人物の台詞に引用符を付すか付さないかに心
理的意味があるという結論を導いた。章子の場合，台詞に引用符を全く付さない状況が引用符を付
す状況へと，彼女の心理変化に応じて変わっていく。Quentin の内面描写に引用符が無いことの
意味を筆者は既に明らかにしたが 6，第 1 章の検討結果を参照し，Quentin の内面世界における引
用符の有無の変化を通時的に考察すれば，引用符の心理的意味をさらに探求できるはずだ。章子の
物語と同様に，Quentin の物語も語りの視点が主要登場人物である Quentin に固定されているか
らである。
まず，Quentin 物語 7 冒頭における彼の心理状況を確認しておこう。冒頭，彼は「Caddy」喪
失に苦しみ，自死を決意している。彼にとって「Caddy」は，母親代理であり，抽象的で理想的女
性としての意味を持つ。彼にとって，「Caddy」喪失は現実の Caddy の死を意味しない。それは，
自分が創り上げた「Caddy」像が，現実の Caddy 自身に壊されてしまったことを意味する。彼は，
それが時間の流れに沿って起こるべくして起こったものであり，現実には回復不可能だと認識して
いる。にもかかわらず，この現実認識を認めず，過去という時間に抗い「Caddy」を回復しようと
欲する。彼にとって，自死は時間に勝利する唯一の方法である。死は時間を止めることができるか
らである。死は，さらに，「Caddy」を回復する最終手段でもある。彼が聖フランチェスコに倣い，
死を“Little Sister Death”（76） 8 と呼ぶのを思い出そう。彼にとって，死は妹（Caddy）の顔
をしている。
では，「Caddy」喪失の過去を認めない Quentin の内面世界において，引用符がどのように使わ
れているかを観察してみよう。ここでは，第 1 章の検討結果を踏まえ，章子の場合と比較するため
に，Quentin の内面世界と現実世界とで引用符の使い方に区別があるかを見てみたい。
I  said I  have committed incest ,  Father I  said.  Roses.  Cunning and serene.  I f  you 
attend Harvard one year,  but dont see the boat-race,  there should be a refund. Let 
Jason have it .  Give Jason a year at Harvard.
Shreve stood in the door,  putting his collar on, his glasses glinting rosily,  as 
though he had washed them with his face.  “You taking a cut this morning?”
“Is it  that late ？”（77）
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引用 3 行目までは Quentin の内面世界（回想）である。Caddy の結婚式を回想する Quentin が
Caddy に対して抱いたイメージ語，“Roses.  Cunning and serene．”以外は，Quentin と父の
台詞になっており，引用符はない。一方，4 行目からの現実世界においては，Shreve が登場し，
Shreve と Quentin が台詞を交わす。彼らの台詞には引用符が付されている。この例からは，章子
の場合と同じように，Quentin の内面世界の登場人物の台詞には引用符がなく，現実世界の登場
人物の台詞には引用符があると言える。
しかし，Quentin 物語を詳細に検討すると，前半部分にだけ Quentin の内面世界の登場人物の
台詞に引用符が付された 6 例があるのに気づく。そのうち，最も長いエピソードの一部分を以下に
引用する。
Even sound seemed to fail  in this air,  l ike the air was worn out with carrying 
sounds so long. A dog’s voice carries further than a train, in the darkness anyway. 
And  some peop le’s .  Niggers .  Louis  Hatcher  never  even  used  h is  horn  carry ing 
it  and that  old  lantern.  I  said,  “Louis ,  when was the last  t ime you c leaned that 
lantern?”
“I cleant hit a l ittle while back. You member when all  dat f lood-watter wash 
dem folks away up younder? [… ]”
“That flood was way up in Pennsylvania,” I  said.  [… ]
“Yes, suh,” Louis said.  “I got plenty l ight fer possums to see,  all  right.  [… ]” 
And we’d sit  in the dry leaves that whispered a l ittle with the slow respiration of 
our waiting and with the slow breathing of the earth and the windless October, […] .  
（114-15）
語りの現在，Quentin は New England におり，響いてくる“sound”の聞こえ方から，Louis
の声を思い出す。Louis のエピソードは中断されることなく約 1 頁半続き，台詞に全て引用符が付
されている。残るエピソード 9 も同様で，登場人物の台詞に引用符が付されている。
章子の場合，内面世界の登場人物の台詞に引用符が付されるのは後半のみだった。Quentin の場
合は前半のみである。Quentin の内面描写においても章子同様に引用符の有無が彼の心理状況を
反映しているならば，前半にのみ引用符がある現象を章子と逆向きの心理変化が起こることを表す
技法と考えて良いのではないか 10。実際，自分の人生を生き直そうと最終的に決意する章子と異な
り，Quentin は最終的に自死を選択する。章子と Quentin は，二人とも強い喪失感に自己の生存
意義を見失っているのだが，最終的な人生の選択は異なっているし，さらに言えば，章子の夢殿体
験同様に，Quentin に心理変化をもたらすきっかけが物語中盤に起こっているのである。
Quentin に心理変化をもたらすきっかけとなったのは，Quentin がイタリア系移民少女と街
を彷徨する事件で，物語の丁度中間に置かれている。少女の第一印象を，Quentin は  “a little 
dirty child with eyes like a toy bear’s and two patent-leather pigtails”（125）と表現する。
以降，彼は彼女の身なりを  “dirty”（127）と，彼女の手に触れた感触を“moist and dirty”（126），
“damp and warm”（126），“damp and hot”（127）と，彼女の目つきを“ f lying black”（126），
“secretive，contemplative”（126），“black stil l”（128），“serene and secret”（129），“black 
and unwinking  and fr iendly”（131），“black， f r iendly”（132），“st i l l  and b lack  and 
unwinking”（133），“black and secret and friendly”（135），“black，secret，friendly”（138）
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と形容する。少女の身なりや触覚は，Natalie との性的戯れを発見した Caddy と取っ組み合い
になった記憶（“She ［Caddy］ hit  my hands away I smeared mud on her with the other 
hand I couldn’t feel  the wet smacking of her hand ［…］．”（137））を Quentin に呼び起
こす。秘密めいた視線は，父が女性の性について Quentin に語った形容詞“mysterious”（128）
と結びつく。少女のじっとしている目は，男性に触れられるのを待つ女性の性的イメージと結びつ
くと同時に，Quentin が死に場所と決めた川の“dark， and stil l  and swift”（138）の描写に結
びつく。最も多く繰り返される彼女の目の黒さは，死に場所となるはずの川の黒さであるとともに，
脅迫観念として Quentin にまとわりつく shadow のイメージに重なる。shadow は，Quentin が
“ i f  I  only had something to blot it  ［Quentin’s shadow］ into the water， holding it  until  
it  was drowned”（90）とつぶやくように，死のイメージと結びついている。Quentin が少女を
直接 Caddy に重ねているのは，最も重要である。彼は彼女を“sister”（125）と呼ぶ。さらに，
しばらく少女と歩き回った Quentin に妹を盗んだとして飛びかかる少女の兄は，Caddy の恋人
Dalton Ames にかつて飛びかかった Quentin 自身のイメージと重なる。イタリア系移民少女の容
姿，行動，少女の兄との乱闘が，Quentin の中で Caddy， 性， 死を一層固く結びつけ，彼を死の
方向に向かわせることになる。
このように，イタリア系移民少女のエピソードを契機として，Quentin は，生を志向する章子と
逆志向の心理変化を起こしている。既に述べたように，物語の後半は，Quentin の内面世界の登
場人物の台詞には一切引用符が付されなくなる。物語前半にのみ Quentin の内面世界の登場人物
の台詞に引用符が付されることと考え合わせると，引用符の有無に，Quentin の心理的意味が与
えられているのは明らかであろう。
一旦，引用符の有無が Quentin の心理状況を反映していることに気づけば，章子にはない
Quentin の心理状況と，章子にはない Quentin の引用符の用法との関係にも気づくことができ
る。Quentin と章子が心理的に決定的に異なるのは，Quentin だけが確実に現実において死へと
追い込まれていく点であり，Quentin の場合にだけ見られる引用符の用法とは，内面世界だけで
なく，現実世界において登場人物が発話した台詞にさえも，引用符が付されなくなることである。
一例として，イタリア系移民少女と別れた後，偶然通りかかった Bland 夫人の馬車に乗り込んだ
Quentin が，現実世界で耳にする登場人物たちの台詞は，以下のように描写されている。
"and  Gerald’s  grandfather  a lways  p icked  h is  own mint  be fore  breakfast ,  whi le 
the dew was sti l l  on it .  [… ]  There was only one man he ever gave that recipe to;  
that  was"  we  d id  how can you not  know i t  i f  youl l  just  wait  I l l  te l l  you  how i t  
was it  was a crime we did a terrible  crime it  cannot be hid you think it  can but 
wait   Poor Quentin youve never done that have you  [… ]  I  was in the house where 
that damn honeysuckle trying not to think the swing the cedars the secret surges 
the breathing locked drinking the wild breath the yes Yes Yes yes   "never be got 
to drink wine himself ,  but he always said that a hamper what book did you read 
that  in  the one where Gerald’s  rowing suit  o f  wine was a  necessary part  of  any 
gentlemen’s picnic basket"  did you love them Caddy did you love them When they 
touched me I died  （148-49）
引用 3 行目まで，現実世界で発せられた Bland 夫人の台詞が引用符を付して記されている。続
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くイタリック体部分で Quentin は，同乗している Gerald から連想し，Caddy の処女喪失のエピ
ソードを回想する。7 行目から 10 行目までは，再び Bland 夫人の台詞で，引用符が付されている。
しかし，よく見ると，二つ目の引用符で括られた部分には，“what book did you read that in 
the one where Gerald’s rowing suit”という Bland夫人以外の登場人物の台詞が混入している。
ここでは，現実世界の登場人物の発話を，Quentin は発話者の区別なく伝えているのである。
もう一つ，Quentin 物語後半で，現実世界の登場人物の台詞に引用符が付されない例を挙げよう。
イタリア系移民少女と別れた後，Bland 夫人の馬車の中で，Quentin は現実と非現実が混交した
半ば錯乱状態に陥る。彼は Gerald を Ames と完全に同一視するようになり，Ames に殴りかかる
つもりで Gerald に殴りかかる。この現実世界での事件を，Quentin は，自分の内面世界で自分が
Ames に殴りかかる事件として，以下のように表す。
l i s ten no  good taking i t  so  hard i ts  not  your  fault  k id  i t  would  have been some 
other fellow
did you ever have a sister did you
no but theyre all  bitches
I hit him my open hand beat the impulse so shut it  to his face [… ]  （160）
大文字や句読点が使われない等の，興味深い技法がここでは使われているが，本論では引用符
にのみ焦点を絞ろう。最初の 2 行と 4 行目は Ames の台詞，3 行目は Quentin の台詞，5 行目
は Quentin が語る地の文である。二人の登場人物の台詞には引用符が付されない。引用部分は
Quentin の内面世界の描写であり，登場人物の台詞に引用符が付されないのは当然であるように
思える。しかし，実は，この場面の台詞が，現実世界において発声されていたことが，後に明ら
かになる。Quentin が Gerald に急に襲いかかったことを振り返り，Shreve が，““The first I  
knew was when you [Quentin] jumped up all  of  a sudden and said,  ‘Did you ever have 
a sister? did you?’ and when he said No, you hit him. [… ]””（166）と説明するのである。
現実に自分と Gerald が発しているはずの台詞を，Quentin は現実世界での発話と捉えることがで
きなくなっている。
ここまでの観察をまとめよう。Quentin の心理状況と引用符の用法を照らし合わせた結果，ま
ず，　Quentin 物語前半で「Caddy」喪失の過去を認めず時間に勝利して「Caddy」回復を欲す
る Quentin の内面世界においては，多くの場合登場人物の台詞に引用符は付されない一方，登場
人物の台詞に引用符が付される例も見られることが観察できた。次に，Quentin 物語後半では，
Quentin は「Caddy」回復の最終手段，すなわち，自殺に打って出ようとする心理に追いやられ，
Quentin の内面世界における登場人物の台詞には一切引用符が付されなくなるのが観察できる。
同時に，加えて，Quentin 物語後半では，現実世界において自殺してしまう Quentin の心理と連
動して，現実世界での登場人物の台詞にも引用符が付されない例が見つかるようになることも観察
できた。
以上の観察の結果，Quentin の心理状況に合わせて引用符の有無が選択されているのは明らかで
ある。では，ここで，引用符の有無がどのような心理的意味を持つのかを改めて考察しよう。物語
前半の Quentin の内面世界で，登場人物の台詞に引用符が付されないのは次のように説明できる。
「Caddy」回復を欲する Quentin は，願望充足のために，自己の内面に他者の存在を許さない閉
鎖的世界を創造する。その世界が排他的なのは，「Caddy」回復の戦いが，「Caddy」回復は不可
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能だと知る彼の認識と，それでもなお「Caddy」回復を望む彼の欲望との，Quentin の意識のせ
めぎ合いだからである。「Caddy」回復のために戦う Quentin の敵は他者ではなく，回復は不可
能だと認める彼自身なのである。一方，物語前半の Quentin の内面世界で，登場人物の台詞に引
用符が付される例があるのは次のように説明できる。物語前半において，Quentin の内面世界は
「Caddy」回復のための閉鎖的想豫／創造世界だけに限定されてはいない。これらの引用符が付さ
れる例が，Caddy と直接関係のないエピソードに限られている点は，ここで指摘しておかなけれ
ばならない。これらのエピソードは，先に Louis の例で見たように，Quentin に楽しさと懐かし
さをもたらす喜劇の要素を含むものとして描写されている。Caddy に関わる回想が常に彼に苦痛
をもたらすのと異なり，喜劇的な楽しさや懐かしさを伴う回想の場合，Quentin は過去と現在を
切り離して心理的に距離をおき，過去の自分自身を含めた登場人物の台詞を相対化できる位置に立
つことができる。
物語後半の Quentin の内面世界で，登場人物の台詞に一切引用符が付されなくなることの意味
は既に明らかであろう。登場人物の台詞に引用符が付されない内面世界は，「Caddy」回復のため
の悲劇的戦いの世界であり，イタリア系移民少女の事件をきっかけにして，Quentin は，ますま
す，願望充足のための排他的で閉鎖的な悲劇の世界に閉じこもっていくからである。一方，物語後
半で，現実世界で発話された登場人物の台詞に引用符が付されなくなる例があるのは次のように説
明できる。物語前半では，現実世界で発話された登場人物の台詞には，必ず引用符が付されている。
物語後半で引用符が付されなくなるのは，Quentin が内面世界での戦いを現実世界に持ち込んで
いる表れである。物語後半で，Quentin は，内面世界での戦いと相似した戦いに現実に遭遇する。
イタリア系移民少女の兄との戦いである。この事件をきっかけに，彼は現実世界で内面世界の戦い
を実践しようとする。彼が現実世界で Gerald に飛びかかる時，彼は現実の問題として内面世界の
Ames に飛びかかっているのである。
以上の考察は，The Sound and the Fury における Quentin の内面世界においても，章子の場
合と同様に，引用符に Quentin に関する心理的意味が与えられているという結論を導く。作品前
半の Quentin の内面世界は，Quentin が願望充足のために作り出した過去を取り戻そうとする悲
劇的世界と，願望とは無縁であって Quentin が過去として認識している喜劇的世界によって構成
されている。前者の登場人物は，Quentin の他者ではなく，Quentin 自身の複雑で矛盾する意識
の形象化であり，台詞に引用符が付されない。後者の登場人物は，現実世界の Quentinと時間によっ
て隔てられた，現実世界の Quentin から自律した存在であり，台詞に引用符が付されることになる。
後半の Quentin の内面世界は，悲劇的世界のみに限定されていき，登場人物の台詞には引用符が
付されなくなる。のみならず，Quentin が内面世界の想像／創造を現実世界と重ね合わせ，現実
世界で内面世界の戦いを実践しようとする結果，現実世界は心理的には Quentin の内面世界に転
じ，登場人物の台詞に引用符が付されなくなるのである。
結論
本論は津島の『大いなる夢よ，光よ』の主要登場人物章子の内面描写に用いられる語りの技法を
手掛かりに Faulkner の The Sound and the Fury の主要登場人物 Quentin の内面描写に用い
られる語りの技法を再考した。本論は，特に，地の文と登場人物の台詞を区別する引用符の働きに
焦点を絞って検討した。本作において，Faulkner は，引用符を独特の用法で用いているが，語り
の技法としてそれよりも目を引くイタリック体や句読点に，研究者の議論が集中する傾向がある。
一方，私の考えでは，Faulkner は，後期作品において，語りの技法として，引用符を重く用いる
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ようになる。そこで，本論は，引用符のみにあえて検討対象を絞り，引用符そのものに Faulkner
が与えた意味を明らかにしようとしたのである。その点で，津島が章子の内面描写に用いた語りの
技法は，本論に良い参照枠を与えてくれた。彼女が描く章子の内面描写では，引用符は，語りの技
法の主なものとして使われている。章子の内面描写は，津島が引用符自体に与えた重要な意味を開
示してくれ，結果として，本論において，Faulkner の語りの技法理解を深めてくれた。
物語前半で息子の死を受け入れることができなかった章子は，物語後半で，それを現実として受
け入れることができるようになり，閉塞的な自己の内面世界から，現実世界に接続する新たな世界
への扉を開けることができた。それに対して，物語前半で，Caddy に直接関わらない場合に限定
されているとは言え，過去を相対化できる視点に立つこともできていた Quentin は，物語後半では，
排他的な自己の内面世界に閉じこもっていく。章子が過去を相対化して，新たな人生を歩み出した
のとは異なり，Quentin は過去を過去として認めることができず，現実世界において内面世界（過
去）と相似する事件に遭遇したのをきっかけとして，現実においても内面世界での戦いを挑むこと
になる。その結果として，彼は自死を選択する。なぜなら，それが，彼にとっては，敗北を運命付
けられた時間との戦いに勝つための最後の手段であり，同時に，喪失した「Caddy」を回復する最
後の手段であるから。
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注
1 2017 年 10 月 13 日に鹿児島大学で行われた日本ウィリアム・フォークナー協会第 20 回全国大
会において，千石英世は「水の匂い，キャディーの行方」と題して，津島佑子文学とフォークナー
文学の関係を論じた。千石は，津島の『真昼へ』の語りが，フォークナーの『響きと怒り』の語
りと「ビジュアル的に似ている」と指摘するとともに，津島が原川の学生であったことも指摘した。
2 津島佑子『大いなる夢よ，光よ』講談社，1991．以下，『大いなる夢よ，光よ』からの引用は全
てこのテクストにより，引用に続けて括弧内に頁数を記す。
3 引用においてひらがなが多用されるのは，息子の死を現実のものとして受け入れない章子の心理
的退行現象を示すためであると考えられる。本作における，ひらがなの用法は，興味深い語りの
技法ではあるが，引用符の用法に焦点を絞る本論では議論しない。
4 日本語で書かれた文章において，通例，登場人物の台詞を引用する記号は，鉤括弧（「　」）であ
るが，本作品では，ダッシュ（－）が使われている。
5 本作の後半では，作中の現実世界の登場人物の台詞に引用符が付されないという興味深い例が見
られる。しかし，この興味深い例は，内面世界の描写に分析を特化する本論の目的とは逸れるため，
本論では取り扱わない。
6 重迫『Faulkner 文学の「語り」の技法』参照。
7 本論で言う「Quentin 物語」は，The Sound and the Fury で Quentin が語り手となる小説
の第 2 セクション（1910 年 6 月 2 日）を意味する。
8 William Faulkner.  The Sound and the Fury . 1929. New York: Vintage International,  
1990. 以下，The Sound and the Fury からの引用は全てこのテクストにより，引用に続けて
括弧内に頁数を記す。
9 自称“the Deacon”の黒人に関する Shreve と Quentin の対話（82），Virginia で出会っ
た黒人との対話（87），幼い Quentin の学校での対話（88），Bland 夫人の台詞（105-06），
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Shreve と Quentin の Bland 夫人に関わる対話（106）を指す。
10 一般的には，Quentin の内面世界の登場人物の台詞に引用符が付される事態を，Quentin の回
想が意識的である証拠と理解し，回想が意識的であることを根拠に，実際には Quentin が回想
している過去の出来事を，現在の出来事とみなしてしまう（Ross and Polk（98）や平石（375）
参照）。回想（Quenti の内面世界）を現在（作中の現実の世界）として分類してしまうことは，
引用符の意味を極端に単純化してしまう。
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